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ヨウ素滴定法による二次有機エアロゾル中のオキシダントの測定
Measurement of oxidants present in secondary organic aerosol using spectrophotometric
Iodometry
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エアロゾルやその水溶液中における酸化還元反応はエアロゾルの組成や人の健康に影響を及ぼすと考えられているが、
大気エアロゾルの主要成分である二次有機エアロゾル（Secondary Organic Aerosol: SOA）中のオキシダント量について
はあまり知られていない。本研究では、α-ピネンのオゾン分解および 1,3,5-トリメチルベンゼン（TMB）の NOx光酸化
の室内実験を行って SOAを生成し、SOA中に存在するオキシダントをヨウ素滴定（KI）法によって定量した。ピネンお
よび TMBの反応で測定されたオキシダント／ SOAの質量比は 0.45± 0.08および 0.17± 0.03であった。ピネンの結果
は以前の報告値（0.47± 0.12）を再現し、TMBの結果は以前に測定されたトルエンの結果（0.16-0.18）に近かった。一
方、最近行われたジチオトレイトール（DTT）法の試験によって、TMBの NOx酸化で生成する SOAの酸化能はモノテ
ルペンよりも高いと報告された。KI 法で測定されるオキシダントは主に有機過酸化物（ROOHおよび ROOR）である。
これに対し DTT法では、これら有機過酸化物との反応の他、キノンを触媒とする連鎖反応で DTTが過剰に消費される
と考えられる。KI 法や DTT法で得られる酸化能を解釈するには、SOAの毒性試験との比較が必要であろう。
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